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学年末テストが終わり、気分は、新しい学年に向けてのスタートに切り替わる人が多いことと思います。私も同じです。
　
　新しい学年は未知の分野であり、これまであまり真剣に勉強と取り組んでこなかった人にとっても、あるいは、頑張ってそれなりの成績を残してきた人にとっても、気持ちを新たにして取り組める最高の機会であろうと思います。
　
　大事なことは、そうした気持ちをいつまで持続させていけるかです。

　毎年、新学年開始にあたり願う事は、初心を忘れずに、ということです。

入塾の時点では張り切っていても、その気持ち、取り組みが持続せず、次第にこんなはずではなかったとなるケースが少なからずあります。
出発点ではほぼ同じ実力で同じ可能性を有しているのに、一学期を過ぎ二学期に入り難しくなると、弱音を吐き、大きく差が開いていくケース、これは一番悪いパターンですが、これまで幾度となく見てきました。
努力は人を裏切らないという言葉を耳にしますが、まさしくその通りだと思います。
その言葉を裏返して考えれば、どれほど才能に恵まれていても、努力を怠れば、それを伸ばし発揮させることができないとも言えるのではないでしょうか。入塾時から変わることなく努力を継続できた人は、期待以上の成果を残し、希望する高校や大学に合格できております。
教室に掲げている言葉ですが、
「考えない、覚えない、ねばらない」では力はつかない。
授業で口うるさく話していることですが、勉強を空回りさせないためには知識を定着させることです。それにはとにかく、学校、塾だけでなく、家庭学習にもしっかり取り組むことが絶対に必要です。
教えることが私たちの仕事であり、最高の喜びは、一人ひとりの生徒が日々の努力を怠らず、ここまで力を伸ばしてくれたと実感させてもらえることです。私達講師には講師の、塾生には塾生のするべき仕事があります。

塾生が、持てる力を最大限発揮し、伸ばすためにするべき仕事、それは、よく考え、よく覚えるという作業を粘り強くやり続けることです。
以前、赤尾の豆単と称された英単語集がありましたが、そこに「人間は忘れる動物である。忘れる以上に覚えることである」と書かれたしおりが入っておりました。まさにその通りです。頑張りましょう。
